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「
満
州
事
変
」
翌
年
の

₁
₉
₃
₂
年
、
伊
丹
万
三
は
映

画
「
国
士
無
双
」
で
、「
本
物

が
贋
物
に
敗
れ
る
わ
け
が
な

い
」
と
決
闘
を
挑
み
敗
け
て
し

ま
う
剣
豪
伊
勢
伊
勢
守
に
、
贋

物
が
「
贋
物
も
本
物
も
な
い
強

い
者
が
正
義
だ
」
と
言
わ
せ
て

い
る
。
日
本
の
現
状
に
当
時
を

重
ね
合
わ
せ
る
と
ど
う
か
。

「
積
極
的
平
和
主
義
」
が
「
軍

備
を
進
め
る
」
と
す
り
か
え
ら

れ
、
贋
物
が
「
本
物
」
に
さ
れ

て
し
ま
う
。「
派
遣
労
働
」
が

い
つ
の
間
に
か
「
正
規
労
働
」

に
さ
れ
て
し
ま
う
。「
一
億
総

活
躍
」
な
る
言
葉
は
、「
働
か

ざ
る
者
は
食
う
べ
か
ら
ず
」
を
思
い
出
す
、

弱
者
・
貧
乏
人
は
自
己
責
任
で
仕
方
な
い
、

と
言
う
風
潮
が
広
が
っ
て
い
る
。
で
は
、

「
現
代
の
贋
物
の
力
」
は
何
か
。
そ
れ
は
、

「
利
権
」
と
「
メ
デ
ィ
ア
の
宣
伝
力
」
で

あ
る
。

小
池
都
知
事
は
本
物
か
。
現
在
、
東
京

で
起
こ
っ
て
い
る
築
地
移
転
問
題
は
、
青

島
知
事
が
都
市
博
を
中
止
し
て
立
ち
消
え

に
な
っ
て
い
た
が
、
2
0
0
8
年
石
原
知

事
が
突
然
、「
築
地
を
2
0
1
6
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
に
す
る
」
と

言
い
だ
し
た
。
こ
の
記
者
会
見
で
は
築
地

の
移
転
先
は
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
の
活
用

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、都
は
、す
で
に
こ
っ

そ
り
と
豊
洲
・
東
京
ガ
ス
跡
地
を
調
査
し
、

安
全
宣
言
を
出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
私
た

ち
が
独
自
に
調
査
し
た
結
果
、
ベ
ン
ゼ
ン

で
は
何
万
倍
と
い
う
汚
染
数
値
が
出
た
。

築
地
移
転
反
対
の
デ
モ
も
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
最
大
の
山
場
の
2
0
1
1
年
3
月

11
日
、
都
議
会
で
「
築
地
移
転
関
連
の
予

算
案
」
は
、
民
主
党
な
ど
野
党
が
一
票
多

い
63
票
の
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
る
予
定

だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
特
別
委
員
会
委
員

長
の
民
主
党
花
輪
議
員
が
寝
返
り
、
本
会

議
で
は
予
算
が
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
日
の

夕
方
、
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
る
。
築
地

の
土
地
は
当
時
2
兆
円
と
言
わ
れ
、
日
本

橋
銀
座
界
隈
は
地
上
げ
に
さ
ら
さ
れ
て
お

り
、
利
権
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
後
に
花
輪
は
世
田
谷
区
長
選
に
自
民
党

か
ら
出
て
落
選
し
た
。

小
池
知
事
が
本
物
な
ら
、
①
築
地
移
転

を
止
め
る
。
②
石
原
元
知
事
の
責
任
・
利

権
を
明
ら
か
に
す
る
。
③
花
輪
都
議
変
節

に
潜
む
闇
・
利
権
を
公
に
晒
す
こ
と
が
最

低
限
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
贋
物
の
小

池
が
出
す
結
論
は
、
マ
ス
コ
ミ
に
「
時
間

切
れ
」
と
言
わ
せ
て
、
豊
洲
を
多
少
直
し

て
、
市
場
を
移
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

贋
物
に
抵
抗
す
る
私
た
ち
の
持
つ
力
は
、

「
数
」
と
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
な
い
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
だ
。

日
退
教
は
、
9
月
4
日
か
ら
8
日
ま
で
、

中
国
へ
研
修
旅
行
で
行
っ
て
き
た
。
た
だ
、

参
加
者
45
人
中
、
日
退
教
会
員
は
少
な
く
、

「
悠
々
ラ
イ
フ
」（
い
き
が
い
支
援
協
会

機
関
紙
）
で
知
っ
た
人
が
多
か
っ
た
。
日

退
教
の
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ま
だ
ま
だ

弱
い
。
私
た
ち
が
力
を
持
つ
に
は
単
会
か

ら
個
人
へ
の
ネ
ッ
ト
を
強
固
に
し
、
も
っ

と
会
員
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。
今
ま
で

私
た
ち
は
、「
現
退
一
致
」
と
い
っ
て
き

た
が
、
再
任
用
制
度
の
導
入
や
18
歳
選
挙

権
の
新
し
い
状
況
で
は
「
現
退
な
し
」
と

い
い
た
い
。
私
た
ち
は
、
学
校
現
場
と
地

域
社
会
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
な
る
必
要
が

あ
る
。
そ
し
て
当
面
、
日
教
組
組
合
員
を

全
員
日
退
教
へ
と
運
動
を
進
め
た
い
。

こ
の
集
会
を
、
日
退
教
が
大
き
く
翼
を

広
げ
る
機
会
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
挨

拶
と
す
る
。

第22回組織活動交流集会 10月13日ラポールにて

日
退
教
の
翼
を
さ
ら
に
大
き
く西澤

会
長
挨
拶

挨拶をする西沢会長

当選のお礼と今後の決意
を述べる　なたにや参議
院議員
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第
１
分
科
会 

原
発
事
故
5
年
半
経
過
の

福
島
の
現
状
と
課
題

　
　
　

住
谷
圭
造　

福
島
退
教

　

資
料
1
～
資
料
6
に
よ
っ
て
、

福
島
の
現
状
と
課
題
が
語
ら
れ
た
。

ま
ず
は
住
谷
氏
個
人
が
線
量
計
を

用
い
て
毎
日
測
定
し
た
月
毎
の
放

射
線
量
と
そ
の
累
計
に
つ
い
て
。

こ
の
9
月
は
2
0
1
1
年
3
月
の

放
射
線
量
と
比
較
し
て
減
少
は
し

て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
月
間
59
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
、
累
計
総

量
は
8
0
6
9
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
に
達
し
て
い
る
。
毎
年
開
催

さ
れ
る
反
原
発
集
会
は
、
第
1
回

目
は
1
6
0
0
0
人
が
参
加
し
た

が
、
今
年
の
集
会
は
6
0
0
0
人

に
減
少
。
県
内
で
の
反
原
発
の
意

識
の
減
少
も
見
ら
れ
る
。

　

森
林
関
係
の
除
染
は
手
付
か
ず

の
状
況
が
多
い
。
福
島
第
１
原
発

の
6
号
機
の
廃
炉
は
確
定
し
て
い 住谷圭三さん（福島退）

る
が
、
作
業
は
殆
ど
進
ん
で
い
な

い
。
第
2
原
発
の
廃
炉
を
目
指
し

て
、
双
葉
・
大
熊
の
現
地
が
稼
働

に
反
対
を
す
る
よ
う
な
ら
ば
廃
炉

と
い
う
特
例
法
を
作
る
流
れ
に

な
っ
て
い
る
。
避
難
解
除
に
も
多

く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
状
況

下
で
何
故
避
難
解
除
を
急
ぐ
の

か
？　

除
染
処
理
後
の
袋
が
住
谷

氏
の
庭
に
は
い
ま
だ
残
さ
れ
て
い

る
。
高
レ
ベ
ル
の
廃
棄
物
は
今
の

と
こ
ろ
置
き
所
が
な
い
。
1
6
6

名
が
甲
状
腺
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
、

摘
出
手
術
を
受
け
た
子
ど
も

1
1
6
名
と
い
う
状
況
で
、
子
ど

も
た
ち
の
甲
状
腺
が
ん
は
深
刻
な

問
題
で
あ
る
。
距
離
が
遠
い
の
で

安
全
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
放
射

線
量
が
高
い
津
島
地
区
に
避
難
さ

せ
ら
れ
た
こ
と
が
大
量
被
ば
く
や

子
ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
に
結
び
つ

い
た
可
能
性
が
大
き
い
。
未
だ
、

東
電
か
ら
も
国
か
ら
も
事
故
の
謝

罪
は
な
い
。

「
違
憲
の
戦
争
法
案
」「
憲
法
改

悪
」
に
抗
す
る
取
り
組
み

　
　

中
森　

司　

北
退
教

　

函
退
教
は
会
員
8
0
0
名
ほ
ど
。

全
員
が
参
加
で
き
る
活
動
と
し
て
、

「
安
保
法
案
」
の
強
行
採
決
に
抗

議
し
、「
撤
回
」
を
求
め
る
「
ハ

ガ
キ
集
中
」
行
動
を
提
起
し
、
多

く
の
会
員
の
参
加
を
得
た
。
戦
争

法
案
成
立
後
も
、
安
倍
政
権
に
対

し
て
「
安
保
法
案
に
反
対
す
る
は

が
き
」
行
動
を
2
次
に
わ
た
っ
て

取
り
組
ん
だ
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

北
退
教
を
通
し
て
全
道
・
全
国
の

退
教
に
働
き
か
け
た
も
の
だ
っ
た
。

　

2
0
1
6
年
4
月
の
衆
議
院
補

欠
選
挙
と
7
月
の
参
議
院
選
挙
に

も
、
民
主
勢
力
を
回
復
す
る
た
め

に
、
比
例
区
で
は
日
政
連
候
補
の
、

北
海
道
選
挙
区
で
は
3
人
区
で
2

名
の
当
選
を
目
指
し
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
。
現
在
も
週
１
回
の
デ

モ
を
繰
り
返
し
、
10
月
8
日
に
札

幌
で
開
催
さ
れ
た
原
発
反
対
集
会

に
は
2
0
0
0
人
の
参
加
が
あ
り
、

私
達
も
参
加
し
て
来
た
。

2
0
1
5
・
１
6
年
の
安
保
法

反
対
・
改
憲
反
対
の
地
区
退
教

の
と
り
く
み

　
　
　

黒
田
昭
八　

静
岡
退
教

　

静
岡
県
退
教
協
は
結
成
か
ら
20

年
、
会
員
数
は
5
0
0
名
余
り
。

そ
の
中
で
、
清
庵
地
区
退
教
は
清

水
区
を
基
盤
と
し
た
組
織
で
、
会

員
凡
そ
10
数
名
。
結
成
以
来
、
い

つ
も
活
動
し
な
が
ら
会
員
を
拡
大

す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
き
た
。

　

昨
年
1
月
か
ら
今
年
に
か
け
て
、

「
安
保
関
連
法
案
」
反
対
・
中
学

校
教
科
書
の
採
択
問
題
・
会
員
の

特
技
を
生
か
し
て
心
を
豊
か
に
す

る
こ
と
・
戦
争
法
案
阻
止
・
改
憲

反
対
・
・
・
な
ど
の
取
り
組
を
進

め
て
き
た
。
そ
の
中
で
特
に
「
安

倍
政
権
の
改
憲
の
動
き
」
に
つ
い

て
は
、
感
想
・
意
見
を
募
集
し
冊

子
『
声
』
に
ま
と
め
、
10
月
8
日

に
は
そ
の
冊
子
を
基
に
学
習
会
を

開
い
た
。
報
告
の
み
な
ら
ず
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
を

持
ち
、
画
期
的
な
会
と
な
っ
た
。

そ
の
話
し
合
い
で
は
、
無
理
に
ま

と
め
た
り
結
論
を
出
し
た
り
せ
ず

に
意
見
交
換
を
し
た
。
今
後
と
も

継
続
し
て
話
し
合
っ
て
い
く
こ
と

に
し
た
い
。

組
織
拡
大
・
強
化
と

退
教
協
の
目
的

　
　

河
下
卓
司　

愛
知
退
教

　

愛
知
退
教
協
で
も
組
織
率
・
加

入
率
の
減
少
に
伴
う
財
源
減
少
が

運
営
上
厳
し
い
現
況
を
生
み
出
し

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

組
織
率
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
べ
く
、
2
0
0
8
年
よ
り
校
長

会
の
会
合
に
も
副
会
長
・
事
務
局

次
長
が
出
か
け
入
会
を
呼
び
か
け

た
結
果
、
入
会
数
の
増
加
傾
向
が

み
ら
れ
る
。
現
退
一
致
で
「
愛
知

の
教
育
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
」と

い
う
目
的
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
と
考
え
る
。

　

参
議
院
選
挙
で
も「
現
退
一
致
」

を
貫
き
、
様
々
の
取
り
組
み
に
工

夫
を
こ
ら
し
た
結
果
、
愛
教
組
組

織
推
薦
の
斎
藤
よ
し
た
か
候
補
と
、

比
例
区
な
た
に
や
正
義
候
補
の
当

選
を
果
た
せ
た
。「
沖
縄
と
連
帯

す
る
沖
縄
交
流
団
」
に
も
取
り
組

み
、
報
道
や
資
料
等
で
は
感
じ
る

中森　司さん（北退教）

黒田昭八さん（静岡退）

河下卓司さん（愛知退）
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こ
と
の
出
来
な
い
沖
縄
の
現
状
を

知
っ
た
。　

　
「
東
ア
ジ
ア
海
外
研
修
旅
行
」

で
は
哈
爾
濱
な
ど
の
教
職
員
や
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
図
る
こ
と

も
出
来
た
。
海
外
へ
の
親
睦
旅
行

や
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
も

好
評
を
博
し
て
い
る
。「
東
日
本

大
震
災
」「
熊
本
地
震
」
災
害
救

援
連
帯
で
は
多
く
の
方
か
ら
カ
ン

パ
の
協
力
を
頂
い
た
。

鹿
児
島
県
退
教
に
お
け
る
組
織

強
化
・
拡
大
と
財
政
確
立
の
現
状

南　

良
樹　

鹿
児
島
退
教　
　

　

鹿
児
島
県
退
教
協
の
会
員
数
は

1
6
5
0
名
。
そ
の
年
齢
区
分
を

分
析
す
る
と
、
75
歳
～
80
歳
が
最

大
の
人
数
で
、
75
歳
以
上
が

2
/
3
を
占
め
て
い
る
。
70
歳
～

75
歳
が
20
％
、
60
歳
～
69
歳
が

3
0
0
人
と
い
う
の
が
組
織
の
現

状
。
高
齢
化
が
進
み
、
行
動
で
き

る
会
員
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
が
、
各
地
区
共
通
の
悩
み
。

　

そ
ん
な
中
で
会
長
に
な
っ
て
間

も
な
い
私
は
「
気
持
ち
が
喜
ぶ
退

教
協
」
の
生
活
と
活
動
を
実
践
出

来
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
具
体

的
に
は
月
一
回
の
「
県
退
教
協
だ

よ
り
」
を
作
り
、
会
員
へ
手
配
り

で
渡
し
、
顔
の
見
え
る
運
動
に
取

り
組
み
中
。
言
わ
ば
“
繋
が
り
の

あ
る
”
運
動
を
模
索
中
。
隣
の
人
、

向
こ
う
三
軒
両
隣
の
人
と
の
人
間

的
な
付
き
合
い
・
繋
が
り
を
作
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
退
女
教
と
の

連
帯
を
は
じ
め
、
今
後
の
展
望
を

拓
く
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
必
要

と
し
て
い
る
。

 

第
２
分
科
会 

「
教
育
・
人
権
・
組
織
」

◆
レ
ポ
ー
ト
名

千
葉
県
退
教
の
報
告

　

平
野
直
比
古　

千
葉
退
教

　

県
教
組
委
員
長
名
で
の
勧
誘
文

書
や
本
音
を
語
り
な
が
ら
の
地
道

な
個
別
呼
び
か
け
で
、
支
部
で
の

組
織
拡
大
を
は
か
っ
て
い
る
。
悩

み
は
参
加
各
組
織
と
も
同
じ
の
よ

う
だ
っ
た
。
加
入
は
人
間
関
係
が

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
大
き
い
の

で
キ
ー
に
な
る
人
か
ら
声
掛
け
を

依
頼
し
た
、
定
年
以
後
も
再
任
用

な
ど
で
働
く
人
が
増
え
組
織
化
が

困
難
と
い
っ
た
発
言
も
多
か
っ
た

が
、
加
入
者
が
増
え
役
員
会
が
開

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
平
和
問

題
で
の
学
習
会
に
多
く
の
人
が
参

加
し
た
な
ど
の
報
告
も
あ
っ
た
。

「
敗
戦
70
年
誌　

語
り
継
ご
う

戦
時
・
戦
争
体
験
」
発
刊
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　

小
林
永
三
郎　

埼
玉
退
教

　

表
記
の
資
料
を
会
員
に
執
筆
依

頼
し
作
成
。
会
員
や
公
共
図
書
館

に
配
布
、
希
望
者
に
販
売
し
た
。

経
費
や
期
日
や
人
員
の
関
係
で
直

接
聞
き
取
り
は
で
き
ず
90
代
の
方

の
貴
重
な
体
験
が
載
せ
ら
れ
な

か
っ
た
の
は
心
残
り
で
あ
る
。
参

加
者
か
ら
も
体
験
記
の
発
行
例
が

い
く
つ
か
報
告
さ
れ
た
。
退
教
や

組
合
の
古
い
資
料
が
編
集
に
役
立

ち
、
ま
た
平
和
学
習
に
利
用
さ
れ
、

退
教
加
入
の
呼
び
か
け
や
新
組
合

員
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
利
用
さ

れ
、
学
校
図
書
館
や
国
会
図
書
館

へ
の
配
布
も
有
効
な
ど
意
見
が
出

さ
れ
た
。

教
科
書
採
択
に
対
す
る

取
り
組
み

　
　
　

中　

幸
雄　

石
川
退
教

　

加
賀
市
で
「
教
科
書
採
択
委
員

会
」
の
全
会
一
致
の
推
薦
を
無
視

し
非
公
開
の
教
育
委
員
会
で
育
鵬

社
教
科
書
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の

問
題
で
現
職
組
合
か
ら
も
集
会
へ

の
参
加
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
。
退

職
者
も
教
科
書
展
示
会
で
実
物
を

見
て
実
態
を
知
っ
た
。
教
育
委
員

会
の
あ
り
方
に
問
題
が
大
き
い
。

参
加
者
か
ら
親
を
含
め
た
地
域
の

運
動
で
育
鵬
社
採
択
を
さ
せ
な

か
っ
た
事
例
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

市
民
と
連
携
す
る
こ
と
、
当
局
と

対
抗
す
る
体
制
を
と
れ
る
こ
と
が

重
要
だ
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

政
令
市
初
め
て
の
市
会
議
員
選

挙
を
産
別
連
携
で
取
り
組
ん
だ

正
林
民
雄　

熊
本
高
退
教

　

数
年
に
渡
る
他
市
議
選
の
結
果

分
析
か
ら
熊
本
市
議
選
の
予
測
を

行
い
、
連
合
熊
本
に
要
請
し
産
別

に
振
り
分
け
推
薦
で
候
補
者
名
の

浸
透
を
図
っ
た
。
産
別
横
断
的
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
な
ど
が
次

期
に
向
け
て
の
課
題
で
あ
る
。
メ

デ
ィ
ア
を
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
現

状
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
等
も
視
野

に
い
れ
る
工
夫
が
必
要
で
、
退
職

者
が
先
導
役
を
担
お
う
と
の
前
向

き
な
報
告
で
あ
っ
た
。
参
加
者
か

ら
も
、
現
職
に
で
き
な
い
こ
と
を

や
る
時
代
、
地
域
運
営
に
関
わ
れ

る
役
職
を
引
き
受
け
る
な
ど
で
動

け
る
範
囲
で
地
元
を
固
め
よ
う
と

の
声
が
出
さ
れ
た
。

南　良樹さん（鹿児島退）

小林永三郎（埼玉退）

中　幸雄（石川県退）

正林民雄（熊本高退）

平野直比古さん（千葉県退）



（4）

◆
編
集
後
記
◆

9
月
に
映
画
『
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
』
を
観
た
。
興
行
成
績
は

上
々
で
、
急
遽
上
映
が
延
長
さ
れ
た
。
観
終
わ
っ
て
外
に
出

た
ら
、
次
回
上
映
待
ち
の
若
い
女
性
が
多
数
並
ん
で
い
た
。

ゴ
ジ
ラ
の
デ
ビ
ュ
ー
を
観
た
の
は
小
学
生
の
頃
だ
っ
た
。

面
白
く
も
あ
り
迫
力
も
あ
っ
た
。
核
実
験
の
落
と
し
子
で
あ

る
ゴ
ジ
ラ
に
、
そ
こ
は
か
と
な
い
哀
愁
と
共
感
を
持
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。

さ
て
、『
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
』
で
あ
る
が
、
災
害
多
発
、
縦

割
り
行
政
、
米
国
へ
の
従
属
、
過
去
の
歴
史
に
学
ば
な
い
等
、

妙
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
困
難
を
克
服
し
、

危
機
回
避
を
果
た
し
た
主
人
公
達
や
自
衛
隊
が
輝
い
て
見
え

て
し
ま
う
。
売
り
物
の
破
壊
場
面
は
特
撮
や
Ｃ
Ｇ
と
は
い
え
、

凄
ま
じ
く
さ
す
が
だ
。
ゴ
ジ
ラ
が
見
る
見
る
う
ち
に
進
化
し

て
い
く
様
子
が
特
に
印
象
深
か
っ
た
。「
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
」

も
核
の
廃
棄
物
か
ら
誕
生
し
た
の
だ
が
、
最
終
場
面
で
ゴ
ジ

ラ
凍
結
に
成
功
し
物
語
は
終
わ
っ
た
。
ゴ
ジ
ラ
が
解
凍
さ
れ

て
再
活
動
す
る
可
能
性
も
感
じ
な
が
ら
観
終
え
た
。
原
発
そ

の
も
の
が
す
ぐ
思
い
つ
く
ほ
ど
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
高
い
ド

ラ
マ
だ
っ
た
。

途
中
、
投
棄
さ
れ
た
核
廃
棄
物
の
ド
ラ
ム
缶
が
海
底
に
沈

ん
で
い
る
様
子
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。
全
面
禁
止
と
な
る

迄
の
日
本
を
含
む
13
ヶ
国
に
よ
る
海
洋
投
棄
が
、
報
告
さ
れ

て
い
る
。
あ
の
ド
ラ
ム
缶
は
、
今
も
海
中
に
放
射
性
同
位
体

を
溶
出
し
続
け
て
い
る
。
現
在
の
日
本
も
、
核
で
汚
染
さ
れ

た
水
溶
液
を
海
に
垂
れ
流
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
も
含
め
て
、

こ
の
映
画
の
発
信
す
る
と
こ
ろ
を
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
た
。�

（
か
）

 

第
３
分
科
会 

「
組
織
強
化
・
拡
大
に
向
け
た

取
り
組
み
と
課
題
」

平
良
文
男　

千
葉
高
退
教

　

退
職
後
に
再
任
用
制
度
が
で
き

て
か
ら
、
退
職
者
を
ど
う
組
織
す

る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
り
、
活

動
方
針
を
し
っ
か
り
実
践
に
移
す

取
り
組
み
を
行
っ
た
結
果
、
例
年

12
名
程
度
の
拡
大
が
、
2
0
1
4

年
18
名
、
15
年
23
名
、
本
年
度
9

月
現
在
21
名
を
拡
大
し
た
。

　

拡
大
方
法
は
、
退
職
組
合
員
の

名
簿
を
も
と
に
、
あ
て
名
書
き
、

し
か
も
知
り
合
い
に
は
名
前
を
添

え
て
加
入
を
勧
め
る
、
便
り
を
出

し
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。

「
奈
良
退
職
教
職
員
協
議
会

　
（
日
退
教
奈
良
）20
年
の
歩
み
」

辻
本
和
行　

奈
良
退
教

　

奈
良
県
退
教
は
、
組
織
が
結
成

さ
れ
て
か
ら
今
年
2
月
で
、
20
年

を
迎
え
た
。
活
動
の
柱
は
、平
和
・ 平良文男（千葉高退）

学
習
・
親
睦
で
あ
る
。
平
和
の
取

り
組
み
で
は
、「
私
の
戦
争
体
験

集
」
の
発
行
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

学
習
で
は
、
年
1
～
2
回
様
々
な

テ
ー
マ
で
学
習
を
し
て
き
た
。
親

睦
で
は
、
年
1
回
の
県
内
の
歴
史
、

自
然
探
訪
や
女
性
退
職
教
職
員
の

集
い
や
、
様
々
な
趣
味
の
会
を

行
っ
て
い
る
。

「
岡
山
県
議
会
選
挙
の

と
り
く
み
」種

延　

茂　

岡
山
退
教

　

岡
山
県
議
会
選
挙
の
選
挙
区
は

19
あ
る
が
、
そ
の
中
の
県
北
部
の

津
山
市
・
苫
田
郡
選
挙
区
に
勝
田

郡
が
合
区
さ
れ
、
し
か
も
定
数
1

減
の
4
名
区
で
あ
る
。
前
回

2
0
1
1
年
4
月
の
選
挙
で
、
民

主
党
は
2
名
候
補
者
を
立
て
、
共

倒
れ
を
し
、
自
民
党
が
議
席
を
独

占
し
た
。
今
回
、
教
組
出
身
の
新

人
を
擁
立
し
、
28
票
差
で
あ
っ
た

が
、
1
議
席
を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

「
い
ま
り
菜
の
花
の
会
」
の

活
動
に
つ
い
て

中
島
晴
気　

佐
賀
退
教

　

退
職
者
の
生
き
が
い
と
し
て
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
週
2
回
楽
し

ん
で
い
た
が
、
他
に
何
か
社
会
貢

献
活
動
が
で
き
な
い
か
と
い
う
話

に
な
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
菜
の

花
を
植
え
、
美
し
い
街
づ
く
り
に

し
よ
う
と
始
め
て
13
年
に
な
る
。

現
在
は
市
内
に
あ
る
23
全
て
の
保

育
園
と
交
流
を
し
て
い
る
。

※
印
「
い
ま
り
」
と
は
「
伊
万
里
」

で
あ
る
。

中島晴気（佐賀退）

種延　茂（岡山退） 辻本和行（奈良県退）

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �


